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｜
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は
じ
め
に

本
論
の
目
的
は
、
天
正
年
間
後
期
に
本
願
寺
が
美
濃
門
徒
の
再
編
を
意
識
し
て
出
し
た
と
思
わ
れ
る
文
書
に
つ
い
て
分
析
し
、
本
願
寺

に
よ
る
地
域
教
団
再
編
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。

天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）、
そ
れ
ま
で
十
一
年
に
わ
た
っ
て
織
田
信
長
と
戦
い
続
け
て
い
た
本
願
寺
が
つ
い
に
屈
服
し
、
大
坂
の
地
は

信
長
へ
と
明
け
渡
さ
れ
る
。
こ
の
石
山
合
戦
に
お
け
る
本
願
寺
の
事
実
上
の
敗
北
は
、
一
向
一
揆
の
壊
滅
と
し
て
注
目
さ
れ
、
様
々
な
議

論
が
提
示
さ
れ
て
き
た
。

近
年
で
は
石
山
合
戦
の
終
結
を
即
一
向
一
揆
の
解
体
と
見
る
こ
と
は
な
く
な
っ
て
き
た
が⑴

、
一
方
で
本
願
寺
教
団
が
こ
れ
に
よ
っ
て
多

く
の
変
化
を
迫
ら
れ
た
点
は
無
視
で
き
な
い
。
本
願
寺
は
信
長
に
屈
服
後
、
紀
州
雑
賀
の
鷺
森
御
坊
に
移
り
、
そ
の
後
秀
吉
の
指
示
で
和

泉
貝
塚
、
大
坂
天
満
、
京
都
六
条
へ
と
移
転
を
繰
り
返
す
。
天
正
年
間
後
期
は
、
本
願
寺
に
と
っ
て
統
一
政
権
の
も
と
で
再
出
発
を
図
る

重
要
な
時
期
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
の
本
願
寺
の
動
向
を
直
接
分
析
で
き
る
史
料
は
限
ら
れ
て
お
り
、
地
域
に
残
さ
れ
た
痕
跡
か

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

本
論
で
注
目
す
る
の
が
、
本
願
寺
が
天
正
年
間
後
期
に
再
掌
握
を
図
ろ
う
と
し
た
動
き
が
見
出
せ
る
美
濃
で
あ
る
。
美
濃
は
信
長
の
膝

元
と
し
て
知
ら
れ
る
地
域
だ
が
、
平
野
部
を
中
心
に
本
願
寺
門
徒
が
多
く
活
動
す
る
地
域
で
も
あ
る
。
こ
の
美
濃
で
は
門
徒
集
団
の
存
在

を
示
す
史
料
が
、
天
文
期
か
ら
天
正
後
期
に
か
け
て
数
点
残
存
し
て
お
り
、
そ
の
推
移
を
見
る
こ
と
で
地
域
教
団
の
変
遷
を
辿
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
美
濃
の
真
宗
史
を
巡
っ
て
は
、
一
向
一
揆
に
関
す
る
論
考
が
い
く
つ
か
あ
る
ほ
か⑵

、
近
世
以
降
に
つ
い
て
は
細
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川
道
夫
氏
の
一
連
の
研
究
か
ら
、
と
く
に
大
垣
藩
を
中
心
と
す
る
東
本
願
寺
教
団
の
動
向
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た⑶

。
ま
た
、
近
年
に
は

金
龍
静
氏
や
安
藤
弥
氏
に
よ
っ
て
、
戦
国
期
に
お
け
る
美
濃
の
教
団
の
地
域
傾
向
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た⑷

。

し
か
し
、
戦
国
期
の
研
究
の
多
く
が
石
山
合
戦
終
結
ま
で
の
叙
述
と
な
っ
て
お
り
、
細
川
氏
の
関
心
も
多
く
は
江
戸
期
以
降
に
集
中
す

る
。
そ
の
た
め
、
合
戦
終
結
が
美
濃
の
門
徒
に
及
ぼ
し
た
影
響
、
及
び
合
戦
以
降
美
濃
の
教
団
が
ど
の
よ
う
に
近
世
の
教
団
へ
と
推
移
し

て
い
く
の
か
と
い
っ
た
課
題
は
残
さ
れ
た
ま
ま
と
い
え
る
。
こ
れ
は
単
に
美
濃
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
多
く
の
地
域
真
宗
史
の
抱
え
る

課
題
で
も
あ
る
。
ゆ
え
に
、
こ
の
時
期
の
美
濃
の
本
願
寺
教
団
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
は
、
単
に
一
地
域
史
上
の
問
題
に
留
ま
ら
な
い
、

本
願
寺
の
中
近
世
移
行
期
を
分
析
す
る
た
め
の
重
要
な
一
視
角
と
な
り
う
る
と
考
え
る
。

第
一
章

戦
国
期
に
お
け
る
美
濃
地
域
本
願
寺
教
団
の
編
成
関
係
文
書

ま
ず
は
、
本
論
で
取
り
扱
う
美
濃
の
本
願
寺
勢
力
に
つ
い
て
簡
単
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。
美
濃
は
岐
阜
県
の
南
半
分
に
あ
た
る
地
域

で
、
大
き
く
は
、
県
南
東
部
の
土
岐
川
流
域
及
び
盆
地
か
ら
な
る
東
濃
地
域
、
飛
驒
・
越
前
山
間
部
と
つ
な
が
る
郡
上
地
域
、
長
良
川
流

域
か
ら
な
る
県
中
央
部
の
中
濃
地
域
、
揖
斐
川
流
域
を
中
心
と
す
る
平
野
部
の
西
濃
地
域
と
に
分
け
ら
れ
る⑸

。
こ
の
う
ち
、
本
願
寺
門
徒

は
郡
上
・
西
濃
・
中
濃
地
域
に
集
住
し
、
東
濃
に
は
ほ
と
ん
ど
進
出
し
な
か
っ
た
。
戦
国
期
の
郡
上
地
域
は
越
前
・
飛
驒
と
接
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
地
域
の
門
徒
の
影
響
が
強
く
、
一
方
で
西
濃
・
中
濃
地
域
は
河
川
を
通
じ
て
尾
張
・
伊
勢
と
の
関
係
が
強
い
。
こ

の
よ
う
な
地
理
的
状
況
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
美
濃
一
国
を
単
位
と
し
た
本
願
寺
門
徒
の
結
集
は
な
か
な
か
実
現
し
な
か
っ
た
。
金
龍
氏
は

美
濃
の
教
団
形
成
を
分
析
し
、
独
立
的
な
立
場
の
多
数
の
本
寺
級
寺
院
の
存
在
と
一
門
寺
院
の
不
在
に
よ
る
、
分
散
的
な
結
集
状
況
を
指
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摘
し
、
一
方
で
蓮
如
・
実
如
期
に
は
分
散
的
に
活
動
し
て
い
た
門
徒
衆
も
、
本
願
寺
か
ら
の
諸
役
負
担
を
通
し
て
次
第
に
一
国
規
模
で
の

結
集
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
に
注
目
す
る⑹

。

次
に
、
地
域
教
団
編
成
に
つ
い
て
考
察
す
る
上
で
基
礎
史
料
と
な
る
天
文
年
間
か
ら
天
正
年
間
に
か
け
て
の
史
料
を
提
示
す
る
。
こ
れ

ら
の
史
料
は
前
述
の
金
龍
氏
の
研
究
や
『
増
補
改
訂
本
願
寺
史
』
の
中
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
末
寺
・
門
徒
に
よ
る
地
域
的
結
集
の
具
体

例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
す
で
に
何
度
も
注
目
さ
れ
て
い
る⑺

。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
文
書
が
示
す
具
体
的
な
美
濃
に
お
け
る
教

団
構
造
に
つ
い
て
の
議
論
は
十
分
と
は
い
え
ず
、
な
か
で
も
本
願
寺
の
強
い
意
図
を
想
定
し
う
る
「
美
濃
惣
坊
主
衆
支
配
定
書
」
に
つ
い

て
は
、
文
書
の
作
成
背
景
を
は
じ
め
、
い
く
つ
か
の
検
討
す
べ
き
問
題
点
が
あ
る
。

ま
ず
は
そ
れ
ぞ
れ
の
史
料
の
基
本
的
性
格
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。【
表
一
】
は
、
次
の
【
史
料
一
〜
四
】
に
登
場
す
る
寺
院
の
所

在
地
を
地
域
ご
と
に
整
理
し
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
史
料
一
】「
霜
月
御
非
時
銭
書
上
」

み
の
三
ヶ
寺

一

八
百
文

性
顕
寺
、
一

八
百
文

安
養
寺
、
一

八
百
文

西
願
寺
、

み
の
七
ヶ
寺

一

五
百
文

西
円
寺
、
一

五
百
文

等
覚
坊
、
一

五
百
文

こ
の

専
精
寺
、
一

五
百
文

仏
照
寺
、
一

五
百
文

永
徳
寺
、
一

五
百
文

長
久
寺
、
一

五
百
文

西
順
寺
、

一

五
百
文

永
寿
寺
外
七
ヶ
所
、
一

五
百
文

称
名
寺
外
、
一

五
百
文

な
か
そ
ね
十
ヶ
所
、
一

五
百
文

小
大
源
六
ヶ

所
、
一

三
百
文

聚
楽
寺
、
一

三
百
文

宝
光
寺
、
一

三
百
文

延
長
寺
、
一

三
百
文

康
安
寺
、
一

三
百
文

す
の

ま
た
空
了
、
一

三
百
文

教
徳
寺
、
一

弐
百
文

く
ろ
の
香
焼
寺
、
一

弐
百
文

た
る
い
専
精
寺
、
一

百
七
拾
五
文

同

所
教
明
、
一

百
七
拾
五
文

同
所
覚
円
、
一

百
七
拾
五
文

同
所
願
西
、
一

弐
百
文

せ
き
か
は
ら
下
屋
、
一

百
文

さ
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い
く
ん
島

命
念
寺
、
一

百
五
拾
文

た
か
や

願
正
、
一

百
五
拾
文

和
田
下
、
一

弐
百
文

石
上
、
一

百
文

わ
か

も
り

今
藤
々
、
一

百
五
拾
文

か
な
や
願
念
、
一

百
五
拾
文

か
な
や

又
右
衛
門
、
一

五
拾
文

く
り
は
ら
三
郎
右
衛

門
、
一

百
文

藤
江
道
宗
、
一

弐
百
文

む
す
ぶ
尊
教
、
一

五
百
文

東
大
寺
十
ヶ
所
、
一

三
百
文

か
は
ら
了
西
、
一

百
文

ま
き
渡
辺
、
一

百
文

志
津
了
願
、
一

百
五
拾
文

平
井
、
一

弐
百
文

林
三
郎
右
衛
門
入
道
、
一

三
百
文

き

そ
明
春
、
中
川
了
末
魯
、
一

百
文

荒
川
了
専
、
一

百
文

時
、
一

百
文

多
良
、
一

百
七
拾
五
文

た
る
い
教
実
、
一

弐
百
文

ま
き
た
西
春
、
一

弐
百
文

ミ
つ
こ
し
了
順⑻

【
史
料
二
】「
美
濃
御
末
寺
年
行
事
御
用
留
」

一
、
天
文
拾
八
年
等
覚
坊
年
行
事

一
、
天
文
拾
九
年
こ
の
の
年
行
事

時
五
月
廿
八
日
御
百
銭
す
み

同
十
九
年

高
願
九
貫
八
百
八
十
七
文
九
月
二
日

御
願
入
候

六
貫
八
百
文

九
月
朔
日
渡
す
み

弘
治
三
年
十
一
月
十
一
日
に

窪
田
又
五
郎
口
助
両
人
取
に
ひ
ち
時

渡
し
申
候
則
両
人
請
取
有
之
す
み

三
貫
八
十
七
文

同
拾
九
年

高
額
八
貫
四
百
文
霜
月
廿
六
日
ひ
じ
せ
ん
入
用
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此
内
渡
す
み

三

貫

文

十
一
月
廿
六
日
朝

栗
田
弥
三
郎
使
に
て
渡
し
す
み

三
貫
二
百
文

十
二
月
十
八
日
国
坊
主
衆
さ
ん
き
ん
の
時
可
参

渡
御
中
居
に
て
直
に
○
○
取
使
に
て
右
使
な
り

八
百
文

安
養
寺
よ
り
直
に
渡
す
み

河
那
部
対
馬
殿
よ
り
取

に

人

御

下

の

時

壱
貫
四
百
文

永
禄
三
年
十
月
七
日

小
林
方
と
助
兵
衛
方
に
渡
す
み

一
、
同

廿
年

永
徳
寺
年
行
事
に
て

一
、
同
廿
一
年

西
願
寺

一
、
同
廿
二
年

西
円
寺

一
、
同
廿
三
年

小
野
専
勝
寺

一
、
同
廿
四
年

神
崇
寺

一
、
弘
治
二
年

香
焼
寺

一
、
同

三
年

宝
光
寺

一
、
同

四
年

小
弾
正
六
ケ
所
年

一
、
永
禄
二
年

康
安
寺

一
、
同

三
年

芝
原
賢
正

一
、
同

四
年

た
か
や
性
清

一
、
同

五
年

か
さ
ぬ
い
賢
専
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一
、
同

六
年
せ
き
か
原
下
屋
了
順

一
、
同

七
年

光
吉
了
順

す
の
ま
た
空
〇
代
祐
意

一
、
同

八
年

樽
井

願
西

同

教
明
た
ら
の
浄
願

一
、
同

九
年

し
づ
の
了
通

一
、
同

十
年

赤
坂
乗
専
坊⑼

【
史
料
三
】「
美
濃
国
末
寺
之
下
数
留
書
」

性
顕
寺
下

五
十
七
ケ
所
、
専
勝
寺
下

十
七
ケ
所
、
永
徳
寺
下

六
ケ
所
、
仏
照
寺
下

九
ケ
所
、
等
覚
坊
下

拾
八
ケ
所
、
長

久
寺
下

七
ケ
所
、
正
明
寺
下

三
ケ
所
、
福
正
寺
下

五
ケ
所
、
西
円
寺
下

七
ケ
所
、
聚
楽
寺
下

五
ケ
所
、
宝
光
寺
下

六

ケ
所
、
万
福
寺
下
西
方
分

十
一
ケ
所
、
康
安
寺
下

三
ケ
所
、
浄
明
寺
下

五
ケ
所
、
西
法
寺
下

四
ケ
所
、
安
養
寺
下

三
ケ

所
、
大
ハ
シ
ノ
下

六
ケ
所
、
報
土
寺
下
ミ
ノ
分

五
ケ
所
、
永
寿
寺

四
ケ
所
、
本
行
寺
殿
下

二
ケ
所
、
イ
マ
ヨ
ウ
シ
ト
ノ
下

七
ケ
所
、
ノ
テ
ラ
ト
ノ
下

十
ケ
所
、
聖
徳
寺
下

五
ケ
所
、
光
明
寺
下

七
ケ
所
、
ハ
ン
ト
ウ
ド
ノ
下

三
ケ
所
、
西
願
寺
下

十
六
ケ
所

【
史
料
四
】「
美
濃
惣
坊
主
衆
支
配
定
書
写
」

美
濃
惣
坊
主
衆
支
配
之
定

シ
マ

西
円
寺

上
、
ス
エ
モ
リ

性
顕
寺

上
、
フ
ナ
ハ
シ

願
誓
寺

上
、
川
之
方

上
、
尾
州
方
ナ
ル
ト

報
土
寺

中
、

尾
州
ス
ノ
マ
タ

万
福
寺

上
、
林

等
覚
坊

上
、
コ
ノ

専
勝
寺

上
、
ワ
キ
ダ

西
願
寺

上
、
郡
上

安
養
寺

上
、
ヨ

コ
イ

永
徳
寺

上
、
ホ
ウ
ラ
イ

仏
照
寺

中
、
イ
ツ
ミ

長
久
寺

下
、
カ
ロ
ト
ノ

浄
土
寺

中
、
中
ゾ
ネ

十
ケ
所

中
、
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ギ
フ

上
宮
寺

下
、
ス
ノ
マ
タ

空
了

下
、
タ
カ
ヤ

正
誓

下
、
サ
イ
グ
シ
マ

受
念
寺

下
、
ト
キ

明
覚

中
下
、
タ

ラ

直
参
衆

中
下
、
シ
ツ
ヨ
シ

了
願

下
、
カ
サ
ヌ
イ

堅
専

下
、
カ
ナ
ヤ

願
心

下
、
宮
内
卿

下
、
左
京

下
、
ハ

ヤ
シ

永
寿
寺

下
、
浄
念

下
、
渡
辺

下
、
ム
ス
ブ

尊
教

下
、

イ
シ
ハ
シ
）

カ
ワ
ラ

教
春

下
、
本
行
寺
殿
下

二
ケ
所

下
、
タ

ウ
ダ
イ
ジ

十
ケ
所

中
、
九
郷

七
ケ
所

中
、
イ
マ
ヨ
ノ
ジ
殿

七
ケ
所

中
、
カ
ギ
ヤ

心
光
坊

中
、
シ
バ
ワ
ラ
キ
タ
ガ

タ

西
順
寺

中
、
ノ
グ
チ

聚
楽
寺

中
下
、
ヲ
サ

宝
光
寺

中
下
、
リ
ヨ
ウ
ケ

康
安
寺

中
下
、
コ
ク
ブ

延
長
寺

中

下
、
ク
ロ
ノ

番
勝
寺

中
下
、
野
寺
方

十
ケ
所

中
下
、
ツ
ヤ

了
通

下
、
カ
イ
テ
ン

教
徳
寺

中
下
、
聖
徳
寺
下

五

ケ
所

中
、
光
明
寺
下

七
ケ
所

中
、
聞
名
寺
方

下
、
理
慶

下
、
正
明
寺

下
、
イ
ビ
イ
ケ
ダ

三
ケ
所

下
、
福
正
寺

下
、

イ
ケ
タ

五
ケ
所
、
タ
ル
イ

明
乗

下
、
タ
ル
イ

専
勝
寺

中
下
、
セ
キ
カ
ハ
ラ

下
屋

中
下

少
進
法
印

「
九
月
廿
一
日

刑
部
卿
法
眼
」

【
史
料
一
】
は
、
本
願
寺
の
最
も
重
要
な
行
事
で
あ
る
報
恩
講
に
お
け
る
各
門
徒
の
費
用
負
担
額
を
示
す
。
無
年
記
の
た
め
正
確
な
成

立
年
代
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
登
場
す
る
「
称
名
寺
」
を
津
布
良
称
名
寺
（
現
在
は
滋
賀
県
長
浜
市
）
と
す
る
な
ら
ば
、
称
名
寺
が

美
濃
か
ら
近
江
へ
本
尊
の
移
転
を
完
了
さ
せ
る
の
が
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
よ
り
以
前
の
も
の
と
推
測
で

き
る
。
ま
た
、『
天
文
日
記
』
で
は
確
認
で
き
な
い
寺
院
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
記
載
年
次
の
下
限
で
あ
る
天
文
二
十
三
年
（
一

五
五
四
）
以
降
と
思
わ
れ
る
。【
表
一
】
で
示
す
よ
う
に
、
登
場
す
る
寺
院
・
集
団
の
大
部
分
は
大
垣
市
域
周
辺
で
、
す
で
に
本
願
寺
教

団
の
進
出
が
顕
著
で
あ
っ
た
岐
阜
市
域
近
辺
の
坊
主
・
門
徒
は
ほ
ぼ
見
い
だ
せ
な
い
。
ま
た
、
五
十
に
も
及
ぶ
直
参
単
位
の
負
担
額
を
本

願
寺
側
が
設
定
し
た
と
は
考
え
に
く
く
、
こ
れ
は
在
地
側
で
作
成
し
た
控
え
の
文
書
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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【表一】美濃地域、教団編成関係史料一覧
旧郡名 現在地名 【史料一】 【史料二】 【史料三】 【史料四】

海津市 西願寺 西願寺 西願寺下16 ワキダ西願寺
大垣市 西円寺 西円寺 西円寺下７ シマ西円寺
大垣市 等覚坊 等覚坊 等覚坊下18 林等覚坊

大垣市 この専精寺
この╱小野
専勝寺

専勝寺下17 コノ専勝寺

大垣市 康安寺 康安寺 康安寺下３ リヨウケ康安寺
大垣市 なかそね10 中ゾネ10
大垣市 延長寺 コクブ延長寺
大垣市 聚楽寺 聚楽寺下５ ノグチ聚楽寺
大垣市 東大寺10 タウダイジ10

大垣市
わかもり 今
藤々

大垣市 藤江道宗

大垣市
林三郎右衛
門入道

大垣市 中川了末魯
大垣市 荒川了専

安八郡 大垣市 まきた西春

大垣市
かさぬい賢
専

カサヌイ堅専

大垣市 赤坂乗専坊
神戸町 永徳寺 永徳寺 永徳寺下６ ヨコイ永徳寺
神戸町 性顕寺 性顕寺下57 スヘモリ性顕寺
神戸町 長久寺 長久寺下７ イツミ長久寺
安八町 むすぶ尊教 ムスブ尊教
安八町 まき渡辺 渡辺
安八町 正明寺下３ 正明寺

大垣市
永寿寺外７
(瑞穂市)

永寿寺４
ハヤシ永寿寺
(大垣市)

大垣市墨俣 すのまた空了
すのまた空
□代祐意

スノマタ空了

大垣市墨俣 (羽島市)
万福寺下西方
分11

尾州スノマタ万福寺
(大垣市)

垂井町 宝光寺 宝光寺 宝光寺下６ ヲサ宝光寺
垂井町 たるい専精寺 タルイ専勝寺
垂井町 教明 教明
垂井町 覚円
垂井町 願西 樽井 願西

不破郡
垂井町

くりはら三
郎右衛門

垂井町 たるい教実
垂井町 タルイ明乗

関ヶ原町
せきかはら
下屋

せきか原下
屋了順

セキカハラ下屋

大野郡 揖斐川町 仏照寺 仏照寺下９ ホウライ仏照寺

揖斐川町
くろの香焼
寺

香焼寺 クロノ番勝寺

揖斐川町
さいくん島
命念寺

サイグシマ受念寺

揖斐川町 九郷７
池田郡 池田町 イビイケダ３

池田町 イケタ５
北方町 西順寺 シバワラキタガタ西順寺

本巣郡 北方町 たかや願正
北方町 芝原賢正
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本巣郡
本巣市 小弾正６
岐阜市 教徳寺 カイテン教徳寺
養老町 かなや願念 カナヤ願心

多芸郡 養老町
かなや又右
衛門

養老町 福正寺下５ 福正寺
大垣市上石津ヵ 和田下
大垣市上石津ヵ 平井

石津郡
大垣市上石津 時 大ハシノ下６ トキ明覚
大垣市上石津 多良 たらの浄願 タラ直参衆
海津市 志津了願 しづの了通
海津市 ツヤ了通

郡上郡 郡上市 安養寺 安養寺下３ 郡上安養寺
岐阜市 ギフ上宮寺

厚見郡 岐阜市 (三重県) カロトノ浄土寺(岐阜市)
岐阜市 (羽島市) フナハシ願誓寺(岐阜市)

尾張国
中島郡

海津市
報土寺ノ下ミ
ノ分５

尾州方ナルト報土寺

羽島市 西法寺下４
厚見郡・
尾張国葉
栗郡・
中島郡

羽島市・岐阜
市・愛知県稲沢
市・一宮市など

川之方

尾張国
丹羽郡

愛知県犬山市 カギヤ心光坊

滋賀県 滋賀県
称名寺外
(大垣市)

愛知県名古屋市 (愛知県一宮市) 聖徳寺下５ 聖徳寺下５
愛知県常滑市 光明寺下７ 光明寺下７

愛知県岡崎市
ノテラトノ下
10

野寺方10

他国末寺 愛知県岡崎市 浄明寺下５
富山県 聞名寺方
滋賀県 本行寺衆下２ 本行寺殿下２

東京都
ハントウドノ
下３

京都府
イマヨウシト
ノ下７

イマヨノジ殿７

ミつこし了順 光吉了順 シツヨシ了願
かはら了西 カワラ教春

(イシハシ教春)
小大源６
石上

不明 不明 きそ明春
神崇寺

理慶
宮内卿
左京
浄念

・表中の旧郡名は、近世以前における郡名を示す。表中の現在地名は、各史料に登場する地名や寺院の登
場段階における地点を、現在地名で示したものである。寺院のうち、複数回登場し、史料に記載された
地点が現所在地と大きく異なることが判明するものに関しては、各項目のなかに()つきで、その当時の
所在地を示している。但し、現在の市町村区域を出ない移転については、今回は省略した。

・【史料一】ミつこし了順、【史料二】光吉了順、【史料四】シツヨシ了願は同一地域の人物と推測したが、
いずれも県内の現在地名からは確認できない。

・表中の「川之方」は河野門徒、愛知県岡崎市の「野寺方」は本証寺、東京都の「ハントウドノ」は報恩
寺、京都府の「イマヨノジ殿」は常楽寺を示す。
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【
史
料
二
】
は
本
願
寺
の
定
例
行
事
で
あ
る
斎
の
頭
人
役
の
担
当
寺
院
を
示
す
。
本
願
寺
に
お
け
る
斎
と
は
、
仏
事
の
際
の
共
同
飲
食

の
場
の
こ
と
を
示
す
。
な
か
で
も
歴
代
住
持
の
命
日
を
機
縁
と
す
る
斎
は
、
特
定
の
地
域
教
団
に
よ
っ
て
そ
の
費
用
負
担
が
な
さ
れ
て
い

た
。『
天
文
日
記
』
を
読
む
と
、
毎
年
五
月
二
十
八
日
と
九
月
二
日
が
美
濃
坊
主
衆
に
割
り
振
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
書
上

が
作
成
さ
れ
た
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
天
文
十
八
年
か
ら
永
禄
十
年
に
か
け
て
の
記
録
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。『
天
文
日
記
』
と
合
致

す
る
箇
所
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
十
分
に
信
頼
で
き
る
内
容
と
い
え
る
。
ま
た
、『
天
文
日
記
』
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
、
年
ご
と
の
担
当

寺
院
や
費
用
調
達
の
諸
手
続
き
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
点
は
貴
重
と
い
え
る
。
な
お
、
登
場
す
る
坊
主
・
門
徒
の
地
域
は
ほ
ぼ
大
垣
一
帯
で
、

こ
ち
ら
も
ま
た
岐
阜
近
辺
は
除
外
さ
れ
て
い
る
。
内
容
か
ら
、
在
地
で
作
成
さ
れ
た
記
録
と
思
わ
れ
る
。

【
史
料
三
】
は
美
濃
国
内
に
存
在
す
る
直
参
寺
院
の
末
寺
と
、
周
辺
国
有
力
寺
院
の
美
濃
国
内
に
存
在
す
る
末
寺
の
数
を
記
録
し
た
下

書
き
だ
と
思
わ
れ
る
。【
史
料
四
】
と
一
部
の
末
寺
数
が
合
致
す
る
た
め
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
作
成
と
思
わ
れ
る
。
史
料
自
体
は
無
年
記
だ

が
、『
新
修
大
垣
市
史
』
で
は
「
天
正
十
二
年
孫
末
寺
院
員
数
調
」
と
い
う
表
紙
情
報
を
採
録
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
願
寺
に
提
出

す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
表
紙
情
報
は
、
次
の
【
史
料
四
】
の
成
立
と
比
較
し
て
も
大
き
な
矛
盾
は
生
ま
れ
な
い

た
め
妥
当
と
考
え
た
い
。
こ
ち
ら
も
岐
阜
地
域
の
寺
院
の
情
報
は
な
い
。
ま
た
郡
上
安
養
寺
の
末
寺
数
は
実
態
以
上
に
少
な
い
点
が
指
摘

さ
れ
て
お
り
、
郡
上
山
間
部
の
末
寺
は
計
上
せ
ず
、
平
野
部
の
み
に
展
開
し
た
末
寺
の
み
を
算
出
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

【
史
料
四
】
は
、
本
願
寺
坊
官
の
刑
部
卿
法
眼
下
間
頼
廉
と
少
進
法
印
下
間
仲
之
の
署
名
が
あ
る
文
書
で
、
美
濃
の
末
寺
の
序
列
を
明

記
す
る
。
し
か
し
、
現
在
西
円
寺
・
専
勝
寺
に
残
さ
れ
た
同
文
書
に
花
押
は
据
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
写
し
の
形
で
し
か
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

そ
の
た
め
、
偽
文
書
の
可
能
性
も
考
え
る
必
要
は
あ
る
が
、
こ
う
い
っ
た
広
範
囲
に
わ
た
る
門
徒
集
団
の
格
付
け
が
地
方
の
一
寺
院
に
可

能
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
く
、
本
願
寺
が
在
地
の
支
配
関
係
を
整
理
し
な
が
ら
提
示
し
た
文
書
と
考
え
た
ほ
う
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
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発
給
年
次
は
署
名
者
で
あ
る
頼
廉
と
仲
之
の
官
途
か
ら
、
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
以
降
十
三
年
以
前
と
判
断
で
き
る
。
ま
た
、【
史
料

三
】
に
記
さ
れ
た
末
寺
数
と
合
致
す
る
箇
所
が
い
く
つ
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、【
史
料
三
】
の
調
査
報
告
を
受
け
て
、
本
願
寺
が
美
濃

の
坊
主
衆
へ
提
示
し
た
文
書
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
【
史
料
三
】
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
、
十
二
年
ま
た
は
十
三
年
と
時
期
を
絞
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
、
そ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
登
場
し
な
か
っ
た
岐
阜
周
辺
の
寺
院
が
複
数
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
金
龍
氏

は
、
一
国
規
模
で
の
結
集
を
示
唆
す
る
文
書
と
し
て
注
目
し
て
お
り
、
筆
者
も
こ
の
点
に
賛
同
す
る
。

美
濃
地
域
に
残
存
す
る
教
団
編
成
関
係
文
書
四
点
を
お
よ
そ
年
代
順
に
整
理
す
る
と
以
上
の
通
り
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
厳
密
に
は
そ
れ

ぞ
れ
性
格
の
違
う
史
料
で
あ
り
、
慎
重
に
そ
の
性
格
を
検
討
す
る
必
要
の
あ
る
文
書
も
含
ま
れ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
諸
寺

院
を
列
挙
す
る
に
あ
た
っ
て
、
一
定
の
地
域
的
な
偏
り
が
生
じ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。【
史
料
一
〜
四
】
に
共
通
し
て
登
場
す
る
の

が
西
円
寺
、
性
顕
寺
、
専
勝
寺
な
ど
現
在
の
大
垣
市
を
中
心
と
す
る
地
域
の
寺
院
で
あ
る
の
に
対
し
、【
史
料
四
】
に
の
み
、
岐
阜
市
近

辺
の
寺
院
が
複
数
登
場
す
る
。
美
濃
国
全
体
に
お
け
る
本
願
寺
門
徒
の
分
布
に
つ
い
て
考
え
た
場
合
、
大
垣
だ
け
で
な
く
岐
阜
や
郡
上
と

い
っ
た
地
域
で
の
展
開
は
無
視
で
き
な
い
。
こ
の
点
を
考
慮
す
れ
ば
、【
史
料
一
〜
三
】
で
岐
阜
一
帯
の
門
徒
が
ほ
と
ん
ど
登
場
し
な
い

の
は
、
意
図
的
に
排
除
さ
れ
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。【
史
料
一
〜
三
】
と
【
史
料
四
】
の
大
き
な
違
い
は
作
成
主
体
に
あ
る
。
前

者
が
在
地
主
導
で
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
文
書
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
本
願
寺
を
中
心
に
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
文
書
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
【
史
料
四
】
は
、
こ
れ
ま
で
の
在
地
主
導
の
結
集
と
は
異
な
る
結
集
を
、
本
願
寺
側
が
提
示
し
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
は
、
石
山
合
戦
を
経
た
本
願
寺
が
、
そ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
地
域
教
団
統
制
を
試
み
た
可
能
性
を
示
す
事
例
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、

な
ぜ
こ
の
時
期
に
、
な
ん
の
た
め
に
発
給
さ
れ
た
の
か
は
分
か
っ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
本
論
で
は
、
も
と
も
と
在
地
に
見
ら
れ
る
地
域
教
団
の
存
在
と
、
そ
れ
を
再
編
し
て
い
こ
う
と
す
る
本
願
寺
の
意
図
に
つ
い
て

71 戦国末期における美濃地域本願寺教団の展開



考
察
し
、「
美
濃
惣
坊
主
衆
支
配
定
書
」
発
給
の
意
義
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。
以
下
、
第
二
章
で
は
、【
史
料
一
・
二
】
を
中
心
に
、

天
正
年
間
以
前
の
地
域
教
団
編
成
に
つ
い
て
確
認
し
、
第
三
章
で
は
、【
史
料
四
】
の
示
す
地
域
教
団
の
再
編
が
そ
れ
ま
で
の
教
団
編
成

と
具
体
的
に
ど
う
異
な
る
の
か
明
確
に
す
る
。
第
四
章
で
は
、
本
願
寺
が
そ
う
い
っ
た
再
編
を
志
向
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
要
因
に

つ
い
て
、
在
地
側
の
条
件
と
本
願
寺
の
意
図
の
二
面
か
ら
分
析
す
る
。
こ
れ
ら
の
考
察
を
通
し
て
、
天
正
年
間
後
期
に
本
願
寺
が
ど
う
い

っ
た
教
団
像
を
描
い
て
い
た
の
か
、
展
望
を
付
し
た
い
。

な
お
、【
史
料
一
〜
四
】
を
通
し
て
郡
上
以
北
の
寺
院
は
安
養
寺
し
か
登
場
し
な
い
。
郡
上
に
は
、
飛
驒
照
蓮
寺
の
門
徒
を
は
じ
め
、

最
勝
寺
と
い
う
有
力
寺
院
が
天
文
年
間
に
は
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、【
史
料
四
】
に
は
そ
れ
ら
の
門
徒
や
寺
院
は
登
場
し
な
い
。
こ
こ

か
ら
、
教
団
再
編
の
核
と
な
る
の
は
濃
尾
の
平
野
部
の
門
徒
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
本
論
で
は
郡
上
地
域
に
つ
い
て
は
最
低

限
の
言
及
に
と
ど
め
、
平
野
部
を
中
心
と
し
た
分
析
を
行
う
。

第
二
章

天
文
年
間
に
お
け
る
美
濃
地
域
本
願
寺
教
団
の
編
成

天
文
元
年
（
一
五
三
二
）、
畿
内
の
政
争
に
介
入
し
、
山
科
本
願
寺
を
失
っ
た
証
如
は
大
坂
御
坊
へ
逃
げ
込
む
。
結
果
大
坂
御
坊
は
次

第
に
本
願
寺
と
し
て
、
規
模
・
機
能
の
面
で
整
備
さ
れ
て
い
く
。
天
文
年
間
の
本
願
寺
は
直
接
政
治
勢
力
と
争
う
こ
と
が
少
な
く
、
対
外

的
に
は
協
調
的
な
姿
勢
を
堅
持
す
る
。
そ
の
た
め
、
対
外
関
係
が
安
定
し
、
重
要
な
教
団
制
度
が
次
々
と
整
え
ら
れ
、
地
域
教
団
も
そ
の

な
か
で
多
く
の
役
割
を
担
う
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
筆
者
も
別
稿
の
中
で
天
文
年
間
の
美
濃
地
域
の
本
願
寺
教
団
に
つ
い
て
分
析
し
、
平

野
部
に
お
い
て
大
き
く
西
美
濃
教
団
と
尾
張
系
教
団
の
二
種
類
の
地
域
教
団
が
編
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
た
。
こ
の
章
で
は
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天
正
期
の
地
域
教
団
編
成
の
前
提
と
し
て
、
美
濃
地
域
平
野
部
に
展
開
し
た
二
つ
の
教
団
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。
な
お
、
西
美
濃
と
尾

張
系
と
い
う
分
類
方
法
に
つ
い
て
だ
が
、
こ
こ
で
い
う
西
美
濃
と
は
大
垣
を
中
心
と
す
る
主
に
美
濃
国
内
の
坊
主
衆
で
あ
る
。
そ
れ
に
対

し
、
尾
張
系
は
尾
張
国
内
か
ら
濃
尾
の
境
で
あ
る
木
曽
川
・
長
良
川
流
域
や
岐
阜
地
域
も
含
む
。
そ
の
た
め
、「
尾
張
」
教
団
で
は
な
く
、

「
尾
張
系
」
教
団
と
表
現
し
て
い
る
。

【
史
料
一
・
二
】
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
天
文
年
間
に
は
す
で
に
大
垣
を
中
心
と
す
る
地
域
教
団
体
制
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が

高
い
。
こ
の
こ
と
は
『
天
文
日
記
』
に
登
場
す
る
卅
日
番
衆
の
記
事
を
分
析
す
る
こ
と
で
確
認
で
き
る
。
卅
日
番
衆
と
は
、
諸
国
の
門
徒

が
担
当
す
る
本
願
寺
の
御
堂
警
護
役
を
示
す
。
地
方
門
徒
の
番
衆
上
山
は
山
科
本
願
寺
時
代
か
ら
確
認
さ
れ
る
が
、
制
度
と
し
て
確
立
さ

れ
る
の
は
天
文
年
間
と
さ
れ
る
。
な
か
で
も
、
金
龍
氏
は
番
衆
の
上
山
に
一
定
の
法
則
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
し
、
加
賀
に
お
け
る
非

常
に
緻
密
な
周
期
性
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
緻
密
性
の
背
景
に
在
地
坊
主
の
強
い
意
志
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

全
国
に
お
い
て
金
龍
氏
の
指
摘
す
る
加
賀
と
同
レ
ベ
ル
の
緻
密
性
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
地
域
ご
と
に
一
定
の
法
則
性
は

見
出
せ
る
。
そ
こ
で
、
西
美
濃
の
坊
主
衆
に
よ
る
上
山
記
事
の
う
ち
順
序
性
の
確
認
で
き
る
も
の
を
一
覧
に
し
た
の
が
次
の
【
表
二
】
で

あ
る
。【
表
二
】
に
登
場
す
る
寺
院
は
、
天
文
年
間
に
お
け
る
西
美
濃
の
番
衆
役
の
中
心
を
担
っ
た
寺
院
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
【
史
料

一
・
二
】
に
登
場
す
る
寺
院
と
も
重
複
す
る
。【
表
二
】
で
示
す
の
が
、
仏
照
寺
、
専
精
寺
、
安
養
寺
、
宝
光
寺
、
専
勝
寺
、
永
寿
寺
、

西
円
寺
、
性
顕
寺
、
西
願
寺
で
あ
る
。
安
養
寺
は
途
中
で
郡
上
に
移
転
す
る
こ
と
も
あ
り
、
三
順
目
以
降
は
そ
れ
ま
で
の
順
序
の
枠
か
ら

外
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
寺
院
を
軸
に
お
よ
そ
天
文
十
八
年
ご
ろ
ま
で
、
基
本
的
な
順
序
は
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ

う
い
っ
た
順
序
性
を
維
持
で
き
た
背
景
に
は
、
大
垣
一
帯
の
寺
院
集
団
に
一
定
の
規
律
が
存
在
し
、
組
織
的
に
こ
れ
を
担
う
こ
と
の
で
き

る
地
域
教
団
体
制
が
存
在
し
て
い
た
た
め
と
い
え
る
。
西
美
濃
教
団
は
西
円
寺
と
性
顕
寺
を
中
核
と
し
て
い
た
が
、
両
寺
院
と
同
規
模
の
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有
力
寺
院
が
複
数
存
在
し
て
い
た
点
に
は
注
意
が
必
要

で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
、
尾
張
系
の
上
山
周
期
を
一
覧
に
し
た

の
が
【
表
三
】
で
あ
る
。
こ
ち
ら
も
尾
張
国
の
寺
院
を

全
て
列
挙
し
た
も
の
で
は
な
く
、
と
く
に
番
衆
の
記
事

が
多
い
も
の
を
中
心
に
整
理
し
た
。
こ
こ
で
挙
げ
た
の

が
、
正
琳
寺
（
愛
知
県
稲
沢
市
）、
円
通
寺
（
現
珉
光

院
、
名
古
屋
市
）、
光
明
寺
（
愛
知
県
常
滑
市
）、
報
土

寺
（
海
津
市
）、
聖
徳
寺
（
名
古
屋
市
）、
河
野
門
徒

（
岐
阜
市
・
羽
島
市
・
愛
知
県
稲
沢
市
な
ど
）、
西
方
寺

（
羽
島
市
）、
満
福
寺
（
大
垣
市
）、
願
誓
寺
（
岐
阜
市
）

で
あ
る
。
西
美
濃
と
比
べ
た
場
合
や
や
安
定
性
を
欠
く

も
の
の
、
天
文
十
四
年
ご
ろ
ま
で
お
お
ま
か
な
順
序
は

維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
注
目
し
た
い

の
が
河
野
門
徒
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
河
野
門
徒
と
は
、

当
時
の
美
濃
と
尾
張
の
国
境
で
あ
っ
た
古
木
曽
川
を
中

心
に
、
両
国
に
ま
た
が
っ
て
活
動
す
る
直
参
の
門
徒
集

【表二】西美濃教団内の主要寺院による番衆上山一覧

①蓬莱
仏照寺

②垂井
専精寺

③表佐
宝光寺

④郡上
安養寺

⑤小野
専勝寺

⑥古橋
永寿寺

⑦草道島
西円寺

⑧末森
性顕寺

⑨脇田江
西願寺

天文
６年

4 4 6 18 11 8 12 6

７ 1 9 2 5 5 8 9 13 11 6

８ 1 22 2 9 5 19 6 6 ⑥、21 7 25 10 9

９ 5 16 8 3 12 18 1 17 2 23

10 2 22 3 22 10 5

11 11 5 7 8 9 8

12 2 18 3 17 7 19 10 24

13 11 15

14 10月 8月 9月 10月× 12月× 1月 4月

15 4 23 8 17 9 23 11 10

16 8 12 7 19 ⑦、11 9 18 5 16

17
5月 ×
8 ７

6 8 8 10

18 4 13 1 18

19 5 21

20

21 5 8 4 7

22 5 26 ①、16 9 22

23 5 10 6 24

・『天文日記』（『大系真宗史料』法蔵館）及び「本願寺番衆差定」（番衆差定条『本願寺史料研究所報 第３
号』1991年）を参考に筆者作成。但し、19年６月～12月、20年７月、８月については欠本のため補えていな
い。表中×は末寺側が延引を希望した事例を示す。なお『天文日記』と「本願寺番衆差定」で異なる記述が
見られる場合、『天文日記』の記述を優先している。

・安養寺は天文６年まで「大榑安養寺」と記され、天文８年登場時は「郡上安養寺」と記されている。
・専勝寺は天文15年まで「古橋専勝寺」と記され、天文16年登場時は「コノ専勝寺」と記されている。
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団
で
あ
る
。
尾
張
九
門
徒
が
蓮
如
か
ら
直
参
と
認
め
ら
れ
た

後
、
美
濃
九
門
徒
が
新
た
に
参
入
し
た
た
め
、
河
野
十
八
門

徒
と
も
呼
ば
れ
る
。
こ
の
う
ち
尾
張
九
門
徒
は
、
尾
張
国
葉

栗
郡
や
中
島
郡
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た
の
に
対
し
、
美
濃

九
門
徒
は
美
濃
国
厚
見
郡
や
各
務
郡
に
展
開
し
て
い
た
。
し

か
し
【
表
三
】
の
よ
う
に
、
河
野
門
徒
は
国
別
で
切
り
分
け

ら
れ
る
こ
と
な
く
、
ひ
と
つ
の
集
団
と
し
て
本
願
寺
か
ら
の

諸
役
を
担
っ
て
い
た
。
河
野
門
徒
は
一
見
す
る
と
、
西
美
濃

の
教
団
の
一
員
と
し
て
位
置
づ
け
可
能
に
思
え
る
。
し
か
し
、

【
表
二
】
と
【
表
三
】
を
見
比
べ
る
と
気
づ
く
の
だ
が
、
河

野
の
担
当
月
と
西
美
濃
の
番
衆
当
番
の
担
当
月
は
た
び
た
び

重
複
し
て
い
る
。
本
来
同
一
集
団
内
で
順
序
性
が
保
た
れ
て

い
る
場
合
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
お
こ
り
え
な
い
。【
表
三
】

で
整
理
し
た
よ
う
に
、
河
野
門
徒
は
尾
張
の
集
団
と
の
連
携

が
注
視
さ
れ
、
尾
張
の
諸
寺
院
と
地
域
的
結
合
を
果
た
し
て

い
た
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
尾
張
系
教
団

の
具
体
的
な
存
在
形
態
に
つ
い
て
は
他
の
史
料
か
ら
直
接
確

【表三】尾張系教団における主要な番衆上山一覧

A野田
正琳寺

B萱津
円通寺

C小林
光明寺

D成戸
報土寺

E富田
聖徳寺

F河野
門徒

G寺田
西方寺

H舟橋
願誓寺

I足近
満福寺

天文
６年

3 27 5 12 6 17 7 21 9 7 11 8

７ 12 29 11 8

８ 2 24 3 13 4 8 6 11 10 19 11 4

９ 7 20 8 5 9 5 11 8 4 21

10 1 18 6 25

11 2 24 7 24

12 2 15 3 21 5 23 4 21 9 22

13 23 12 29 3 17 6 9

14 3月 4月 8月×

15 6 22 1 17 4 17

16 1 21 2 17 4 26 10 16

17 9 17 10 11 12 15 5 14

18 2 21 11 6 11 12

19 3

20 5 14 6 12

21 6 5 7 6 3 27

22 10 24

23

・『天文日記』（『真宗史料集成第三巻』同朋舎、1979年）及び「本願寺番衆差定」（番衆差定条『本願寺史料
研究所報 第３号』1991年）を参考に筆者作成。左の数字は天文年間の年号を示し、各項目は月日を示す。
表中×は末寺側の希望によって延引された事例を示す。なお『天文日記』と「本願寺番衆差定」で異なる
記述が見られる場合、『天文日記』の記述を優先している。

75 戦国末期における美濃地域本願寺教団の展開



か
め
る
こ
と
は
難
し
く
、
ど
の
寺
院
が
中
核
と
な

っ
て
教
団
を
運
営
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
ど
こ
ま

で
が
尾
張
系
教
団
の
影
響
地
域
な
の
か
な
ど
は
不

明
瞭
で
あ
る
。
ひ
と
ま
ず
今
後
の
研
究
課
題
と
し

て
お
き
た
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
主
要
寺
院
の
天
文

年
間
に
お
け
る
お
よ
そ
の
所
在
地
を
示
し
た
の
が

次
の
【
図
一
】
と
な
る
。

以
上
、【
史
料
一
・
二
】
に
見
ら
れ
た
地
域
的

結
集
は
、『
天
文
日
記
』
か
ら
も
確
認
で
き
た
。

そ
し
て
、『
天
文
日
記
』
に
見
ら
れ
る
番
衆
の
周

期
性
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
河
野
門
徒
は
尾
張
の

諸
寺
院
と
連
動
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ

の
た
め
、
河
野
門
徒
の
影
響
力
が
強
い
美
濃
国
内

の
厚
見
郡
一
帯
は
勿
論
な
が
ら
、
尾
張
の
有
力
寺

院
の
末
寺
が
多
く
展
開
す
る
木
曽
川
・
長
良
川
流

域
も
、
尾
張
系
教
団
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
い
た
可

能
性
が
高
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、【
史
料
一
・
二
】
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の
結
集
に
は
含
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
両
教
団
に
境
界
線
を
設
定
す
る
な
ら
ば
、
河
野
門
徒
の
多
い
岐
阜
地
域
と
、
西
美
濃
教

団
に
合
流
し
て
い
る
事
例
が
い
く
つ
も
確
認
で
き
る
本
巣
郡
と
の
間
に
流
れ
る
長
良
川
と
す
る
の
が
適
当
だ
ろ
う
。
但
し
、
厳
密
な
境
界

線
と
ま
で
は
言
え
ず
、
長
良
川
流
域
上
の
門
徒
の
所
属
は
流
動
的
で
あ
る
点
は
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

第
三
章

天
正
年
間
に
お
け
る
地
域
教
団
再
編

前
章
で
は
、【
史
料
四
】
発
給
の
前
提
と
な
る
地
域
教
団
の
様
相
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
戦
国
期
の
美
濃
国
に
は
、
西
美
濃
教
団
と
尾

張
系
教
団
と
が
混
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、【
史
料
四
】
で
は
「
美
濃
惣
坊
主
衆
支
配
之
定
」
と
題
し
、
西
美
濃
の
坊
主

と
尾
張
系
の
坊
主
の
一
部
を
合
流
さ
せ
た
新
た
な
地
域
的
枠
組
み
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

特
徴
的
な
の
が
、
わ
ざ
わ
ざ
「
尾
州
方
」
と
記
載
さ
れ
た
報
土
寺
や
「
尾
州
ス
ノ
マ
タ
」
満
福
寺
が
「
美
濃
惣
坊
主
衆
」
に
組
み
込
ま

れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
濃
尾
の
国
境
に
位
置
す
る
寺
院
で
、
天
文
年
間
に
は
尾
張
系
教
団
と
し
て
の
活
動
が
注
目
さ
れ
る
。
ま

た
、
前
章
で
尾
張
系
に
数
え
た
河
野
門
徒
も
、
ま
る
ご
と
美
濃
側
に
含
め
ら
れ
て
い
る
。

い
く
つ
か
の
尾
張
系
有
力
寺
院
が
末
寺
ご
と
「
美
濃
惣
坊
主
」
に
組
み
こ
ま
れ
て
い
る
一
方
で
、
聖
徳
寺
、
光
明
寺
な
ど
の
尾
張
の
有

力
寺
院
は
末
寺
数
ヵ
所
の
み
が
美
濃
に
組
み
込
ま
れ
た
に
留
ま
る
。
そ
の
ほ
か
、
三
河
本
証
寺
末
寺
、
近
江
本
行
寺
末
寺
な
ど
も
「
美
濃

惣
坊
主
衆
」
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
お
そ
ら
く
、
末
寺
の
活
動
基
盤
が
美
濃
国
内
に
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

【
史
料
一
・
二
】
に
お
い
て
他
国
の
寺
院
の
末
寺
は
全
く
登
場
し
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
美
濃
国
内
に
末
寺
が
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
で

は
な
く
、
地
域
的
結
集
よ
り
も
本
末
関
係
が
優
先
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
【
史
料
四
】
は
本
末
関
係
で
は
な
く
、
行
政
国
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境
を
軸
に
し
た
結
集
を
示
唆
し
て
お
り
注
目
さ
れ
る
。
一
方
で
、
郡
上
郡
に
広
く
展
開
し
て
い
た
は
ず
の
飛
驒
照
蓮
寺
の
末
寺
は
こ
こ
に

記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
あ
く
ま
で
濃
尾
の
境
界
線
を
重
視
し
た
惣
坊
主
結
集
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

ま
た
、
石
山
合
戦
以
前
か
ら
の
寺
基
の
移
動
を
念
頭
に
置
い
た
整
理
で
あ
る
こ
と
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
伊
勢
か
ら
岐
阜
に
移

転
し
た
浄
土
寺
、
尾
張
国
中
島
郡
舟
橋
か
ら
岐
阜
に
移
転
し
た
願
誓
寺
、
同
じ
く
中
島
郡
足
近
か
ら
墨
俣
に
移
転
し
た
満
福
寺
な
ど
が
該

当
す
る
。
こ
れ
ら
の
寺
院
は
長
島
一
向
一
揆
へ
の
参
加
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
旧
来
の
寺
基
を
失
い
、
新
た
に
美
濃
へ
移
転
し

て
き
た
の
で
あ
る
。
石
山
合
戦
終
結
後
に
は
、
こ
の
よ
う
な
か
つ
て
の
有
力
寺
院
が
末
寺
の
影
響
力
な
ど
を
頼
っ
て
、
隣
国
に
移
転
す
る

ケ
ー
ス
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
と
く
に
濃
尾
勢
は
河
川
を
通
じ
て
、
三
国
間
の
往
来
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
石
山
合
戦
を
経
て
寺

院
・
道
場
の
拠
点
移
動
は
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
然
そ
れ
は
、
石
山
合
戦
以
前
の
地
域
教
団
組
織
に
変
更
を
迫
る
一
面

も
持
っ
て
い
る
。【
史
料
四
】
に
は
、
石
山
合
戦
の
戦
後
処
理
の
要
素
が
あ
っ
た
こ
と
も
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

次
に
、
非
常
に
近
い
関
係
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
【
史
料
三
】
と
の
比
較
を
試
み
た
い
。【
史
料
四
】
の
前
提
と
思
わ
れ
る
【
史
料
三
】

で
は
、
岐
阜
近
辺
の
寺
院
は
登
場
せ
ず
、
前
述
し
た
満
福
寺
、
報
土
寺
の
、「
ミ
ノ
分
」「
西
方
分
」
の
末
寺
の
み
が
掲
載
さ
れ
る
。
表
記

か
ら
考
え
て
両
寺
院
の
全
末
寺
で
は
な
く
、
二
つ
の
地
域
教
団
の
境
に
あ
た
る
長
良
川
以
西
に
展
開
し
た
末
寺
の
み
を
示
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
す
な
わ
ち
【
史
料
三
】
は
、
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
以
前
に
本
願
寺
が
、
美
濃
の
末
寺
調
査
を
行
っ
た
さ
い
に
、
西
円
寺
が

西
美
濃
教
団
の
影
響
地
域
（
主
に
平
野
部
長
良
川
以
西
）
の
末
寺
数
の
み
を
計
上
し
報
告
し
た
、
そ
の
控
え
（
あ
る
い
は
草
案
）
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
段
階
に
お
い
て
長
良
川
以
東
及
び
郡
上
は
西
円
寺
に
と
っ
て
管
轄
外
地
域
だ
っ
た
た
め
、
記
載
さ
れ

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
【
史
料
四
】
が
提
示
さ
れ
る
直
前
段
階
で
の
在
地
有
力
寺
院
の
認
識
が
浮
き
出
て
お
り
、
非
常
に
興
味

深
い
。
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と
こ
ろ
で
、【
史
料
三
・
四
】
で
は
、
他
の
同
時
代
史
料
か
ら
寺
号
の
確
認
で
き
る
現
岐
阜
市
所
在
の
養
教
寺
、
善
行
寺
な
ど
が
記
載

さ
れ
て
い
な
い
。
な
ぜ
漏
れ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
他
に
も
、
西
美
濃
の
記
述
が
充
実
し
て
い
る
一
方
で
、
岐
阜
地
域
の
寺
院
記
載
は

か
な
り
少
な
く
感
じ
る
。
ま
た
、
聖
徳
寺
・
光
明
寺
の
末
寺
数
も
【
史
料
三
】
の
数
字
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
な
ど
、
西
美
濃
の
調
査
と

比
べ
、
岐
阜
近
辺
の
末
寺
調
査
は
不
十
分
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
な
ぜ
、
西
美
濃
は
詳
細
に
明
ら
か
に
で
き
て
、
岐
阜
は
不
明
瞭
な
要

素
が
多
い
の
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
た
だ
ち
に
答
え
る
こ
と
は
難
し
い
。

【
史
料
四
】
に
は
十
分
に
明
ら
か
に
し
き
れ
な
い
要
素
は
あ
る
が
、
そ
の
提
示
す
る
内
容
は
天
文
年
間
の
地
域
的
結
集
の
在
り
方
や
、

提
示
さ
れ
る
直
前
段
階
ま
で
西
円
寺
が
意
図
し
て
い
た
地
域
的
結
集
と
は
明
瞭
に
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
石
山
合

戦
後
の
戦
後
処
理
を
踏
ま
え
た
地
域
再
編
政
策
と
し
て
の
一
面
を
持
つ
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

第
四
章

「
美
濃
惣
坊
主
衆
支
配
定
書
」
発
給
の
背
景

以
上
の
よ
う
に
、【
史
料
四
】
を
通
し
て
本
願
寺
は
、
そ
れ
ま
で
の
在
地
側
の
了
解
と
異
な
る
地
域
教
団
像
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
。

問
題
は
な
ぜ
本
願
寺
が
こ
の
よ
う
な
地
域
再
編
を
志
向
し
た
の
か
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
こ
の
時
期
の
本
願
寺
の
動
向
を
簡
単
に
確
認
し
て
お
こ
う
。
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
六
月
に
信
長
が
滅
亡
し
た
後
、
本
願

寺
は
羽
柴
秀
吉
に
接
近
し
て
い
く
。
一
方
で
、
石
山
合
戦
で
最
後
ま
で
信
長
に
抵
抗
し
、
顕
如
か
ら
義
絶
さ
れ
た
教
如
が
、
信
長
の
滅
亡

を
き
っ
か
け
に
本
願
寺
に
復
帰
す
る
。
天
正
十
年
代
の
本
願
寺
に
と
っ
て
、
合
戦
敗
北
に
よ
っ
て
衰
え
た
教
団
体
制
の
回
復
は
最
も
重
要

な
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
も
、
政
治
的
に
安
定
し
た
立
場
を
獲
得
す
る
こ
と
（
具
体
的
に
は
秀
吉
政
権
へ
の
従
属
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姿
勢
を
示
す
こ
と
）、
そ
し
て
合
戦
に
よ
り
分
裂
し
た
各
地
の
門
徒
の
再
掌
握
を
図
る
こ
と
は
当
然
必
要
で
あ
っ
た
。
な
ら
ば
、【
史
料

四
】
に
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
解
答
し
う
る
よ
う
な
要
素
は
含
ま
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。【
史
料
四
】
に
お
い
て
新
た
な
地
域
的
枠
組

み
が
模
索
さ
れ
た
背
景
の
一
つ
と
し
て
、
当
時
の
美
濃
・
尾
張
両
国
が
抱
え
て
い
た
政
治
的
課
題
に
言
及
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
、
天
正
十
年
前
後
に
お
け
る
美
濃
の
状
況
の
確
認
を
し
た
い
。
永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）
以
降
、
美
濃
は
信
長
の
支
配
下
に
あ
っ

た
わ
け
だ
が
、
天
正
四
年
に
長
男
信
忠
が
、
信
長
の
安
土
城
築
城
を
き
っ
か
け
に
美
濃
・
尾
張
を
統
括
す
る
よ
う
に
な
る
。
本
能
寺
の
変

の
後
に
は
清
須
会
議
が
開
か
れ
、
岐
阜
城
以
下
美
濃
の
十
三
万
石
は
信
長
三
男
信
孝
が
、
尾
張
は
二
男
信
雄
が
支
配
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

信
孝
は
柴
田
勝
家
と
連
携
し
て
秀
吉
と
対
立
し
た
が
、
天
正
十
一
年
に
は
敗
北
す
る
。
信
孝
没
後
は
池
田
恒
興
が
岐
阜
城
を
与
え
ら
れ
、

そ
の
子
元
助
、
輝
政
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
く
。
な
お
、
郡
上
は
遠
藤
氏
・
稲
葉
氏
が
平
野
部
と
は
別
個
に
支
配
し
て
お
り
、
平
野
部
と
は

ま
た
異
な
る
政
治
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
。

さ
て
、
本
論
で
注
目
し
た
い
の
は
、
天
正
十
年
に
信
孝
が
美
濃
を
支
配
す
る
際
に
発
生
し
た
、
濃
尾
の
国
境
再
編
問
題
で
あ
る
。
こ
の

騒
動
の
結
果
、
尾
張
国
内
の
一
部
が
美
濃
国
に
割
譲
さ
れ
、
現
在
の
愛
知
県
・
岐
阜
県
の
県
境
に
よ
り
近
い
国
境
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

興
味
深
い
の
は
、
こ
の
国
境
再
編
問
題
と
同
時
期
に
、
そ
の
境
界
区
域
に
集
住
す
る
河
野
門
徒
に
対
す
る
本
願
寺
か
ら
の
書
状
の
宛
所
に

も
変
化
が
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
次
の
史
料
か
ら
、
こ
の
問
題
の
概
要
を
確
認
し
た
い
。

【
史
料
五
】
柴
田
勝
家
書
状
（
天
正
十
年
九
月
三
日
付
）

一
、
尾
・
濃
境
目
之
事
、
此
方
へ
も
御
兄
弟
ゟ
同
事
ニ
被
仰
越
候
、
両
国
御
兄
弟
様
へ
相
渡
上
、
国
切
者
勿
論
候
、
三
七
郎
殿
者
大

河
切
ニ
無
之
者
、
下
々
諸
給
人
・
国
之
百
姓
以
下
迄
も
申
事
仕
出
候
ヘ
ハ
不
可
然
之
条
、
大
川
切
ニ
前
々
も
無
事
と
候
ヘ
ハ
、
相
分

候
間
、
東
に
て
ハ
三
郡
ま
て
尾
張
へ
相
越
候
へ
共
、
無
申
事
様
ニ
川
切
と
被
仰
候
、
三
介
殿
ハ
国
切
と
候
て
依
無
御
同
心
、
其
分
ニ
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互
相
究
付
而
、
自
両
四
人
以
奉
行
境
目

を
相
立
候
へ
と
被
仰
事
候
、
両
三
人
次

第
ニ
我
等
も
奉
行
可
参
候
由
、
一
昨
日

両
方
へ
御
返
事
申
入
候
、（
後
略
）

【
史
料
六
】
羽
柴
秀
吉
書
状
（
天
正
十
年

八
月
十
一
日
付
）

一
、
尾
・
濃
境
目
之
儀
ニ
付
而
如
承
候
、

三
七
殿
よ
り
此
方
へ
も
被
仰
越
候
、
以

来
迄
被
仰
事
無
之
様
ニ
尤
存
候
間
、
大

河
切
可
然
存
事
候
、
左
候
ハ
ヽ
、
一
往

も
二
往
も
右
之
分
憑
入
候
て
可
然
候
、

則
此
方
よ
り
も
以
使
者
右
之
通
申
入
候
間
、
従
其
方
も
同
前
ニ
被
仰
候
て
尤
存
候
事

【
史
料
五
】
は
柴
田
勝
家
が
秀
吉
に
宛
て
た
文
書
の
一
部
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
信
孝
（
三
七
郎
）
は
東
濃
の
三
郡
を
割
譲
す
る

代
わ
り
に
、
こ
れ
ま
で
の
国
境
線
（「
国
切
」）
を
「
大
河
切
」
に
変
更
す
る
よ
う
信
雄
（
三
介
）
に
依
頼
し
て
い
る
。
し
か
し
、
信
雄
は

従
来
の
国
境
線
で
あ
る
「
国
切
」
の
維
持
を
望
ん
だ
た
め
交
渉
は
難
航
し
た
。
信
孝
が
「
大
河
切
」
を
望
ん
だ
背
景
に
は
、「
下
々
諸
給

人
・
国
之
百
姓
以
下
」
の
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、「
大
河
切
」
が
実
生
活
レ
ベ
ル
で
の
境
界
と
な
っ
て
い
た
こ
と

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
示
さ
れ
る
「
大
河
」
と
は
現
在
の
木
曽
川
で
、
信
雄
の
支
持
す
る
「
国
切
」
と
は
お
よ
そ
現
在
の
境
川
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（
古
木
曽
川
）
を
示
す
。
古
く
は
、
天
正
十
四
年
の
大
洪
水
に
よ
っ
て
木
曽
川
の
流
路
は
変
わ
り
、
現
在
の
木
曽
川
流
路
が
で
き
た
と
考

え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
近
年
で
は
、
洪
水
以
前
か
ら
す
で
に
現
在
の
木
曽
川
流
路
に
は
大
河
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。
信
孝
は
そ
の
「
大
河
」
を
新
た
な
国
境
と
す
る
こ
と
で
、
在
地
支
配
の
合
理
化
を
図
ろ
う
と
し
た
。【
史
料
六
】
は
秀
吉
も
ま
た

信
孝
の
方
針
を
支
持
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

こ
の
「
大
河
切
」
は
、
新
た
に
肥
大
化
し
て
き
た
「
大
河
」
に
よ
っ
て
尾
張
国
と
の
結
び
つ
き
が
弱
ま
り
つ
つ
あ
る
「
大
河
」
右
岸
の

住
人
を
、
事
実
上
一
体
化
し
つ
つ
あ
る
美
濃
国
に
正
式
に
定
着
さ
せ
る
目
的
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
境
界
領
域
上
に
は
旧
来
の

土
豪
所
領
が
存
在
し
て
お
り
、
容
易
に
そ
れ
ら
を
一
新
す
る
こ
と
は
叶
わ
ず
、
再
編
が
定
着
す
る
の
は
そ
れ
ら
の
土
豪
を
束
ね
て
い
た
信

雄
が
改
易
さ
れ
る
天
正
十
八
年
以
後
と
さ
れ
る
。

こ
の
国
境
再
編
は
信
孝
没
後
も
秀
吉
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
る
。
こ
の
新
た
に
美
濃
へ
編
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
境
界
地
域
に
多
く
住
ん

で
い
た
の
が
河
野
門
徒
で
あ
る
。
河
野
門
徒
と
は
先
に
見
た
よ
う
に
、
尾
張
九
門
徒
と
美
濃
九
門
徒
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
河
野
十
八
門

徒
と
も
呼
ば
れ
た
。
天
正
年
間
以
前
に
は
西
美
濃
教
団
と
の
一
体
性
は
見
ら
れ
ず
、
尾
張
の
集
団
と
近
い
性
質
だ
っ
た
こ
と
も
す
で
に
指

摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
天
正
後
期
以
降
に
な
る
と
本
願
寺
か
ら
「
ミ
ノ
河
野
十
八
門
徒
惣
中
」
や
「
美
濃
両
川
野
方
」
に
宛
て

た
文
書
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
、
河
野
十
八
門
徒
を
美
濃
系
列
の
門
徒
集
団
と
し
て
認
識
し
は
じ
め
て
い
た
こ
と
の
表
れ

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
の
【
史
料
四
】
で
見
た
よ
う
な
河
野
門
徒
を
丸
ご
と
美
濃
惣
坊
主
衆
に
位
置
付
け
る
発
想
と
共
通
す
る
。

こ
う
い
っ
た
表
現
の
現
在
確
認
で
き
る
最
も
早
期
の
事
例
が
、「
刑
部
卿
法
眼
頼
廉
」
の
花
押
が
記
さ
れ
た
懇
志
受
取
状
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
発
給
時
期
は
頼
廉
の
官
途
か
ら
、
天
正
四
年
か
ら
十
四
年
ま
で
絞
り
込
め
る
。
さ
ら
に
、
合
戦
に
関
連
し
た
文
言
は
確
認
で
き

な
い
こ
と
か
ら
、
天
正
九
年
以
降
の
発
給
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
以
上
の
絞
り
込
み
は
難
し
い
が
、
本
来
濃
尾
両
国
に
混
在
し
て
い
た
河
野
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門
徒
の
宛
所
表
現
に
、「
美
濃
」
を
強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
が
発
生
し
た
と
す
れ
ば
、
国
境
再
編
の
影
響
以
外
な
い
と
筆
者
は

考
え
る
。
ゆ
え
に
【
史
料
四
】
の
結
集
示
唆
も
ま
た
こ
う
い
っ
た
地
域
再
編
に
連
動
し
た
動
き
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
そ
れ
だ
け
で
あ
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
坊
主
衆
を
結
集
さ
せ
、
序
列
ま
で
整
え
る
必
要
は
な
い
。
広
く
美
濃
地
域
全
体
で
の
惣
坊
主

結
集
を
示
唆
し
た
理
由
に
つ
い
て
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
以
下
、
や
や
推
測
に
頼
る
部
分
が
多
く
な
る
が
、
一
応
の
見
通
し
を
立
て
て

お
こ
う
。
注
目
し
た
い
の
が
、
近
世
中
期
の
記
録
で
は
あ
る
も
の
の
、
次
の
正
木
御
坊
の
由
緒
に
触
れ
た
文
書
で
あ
る
。
正
木
御
坊
と
は
、

現
在
岐
阜
市
に
存
在
す
る
本
願
寺
派
黒
野
別
院
の
前
身
で
、
美
濃
の
御
坊
と
し
て
は
最
も
古
い
、
天
正
年
中
の
創
立
と
さ
れ
る
。
ま
た
、

天
正
十
年
に
は
御
坊
を
中
心
と
す
る
「
寺
内
」
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
御
坊
と
は
、
本
願
寺
が
地
域
支
配
の
一
支
部
と
し
て
設
置
す
る
寺

院
で
、
住
職
は
基
本
的
に
本
願
寺
住
持
に
よ
る
兼
帯
だ
が
、
実
際
に
は
本
山
派
遣
の
輪
番
や
地
域
の
寺
院
に
よ
っ
て
護
持
さ
れ
る
こ
と
も

多
く
あ
っ
た
。

【
史
料
七
】
黒
野
・
岐
阜
両
御
坊
入
組
に
つ
き
願
書

（
前
略
）

黒
野
御
坊
御
由
緒
之
儀
は
、
往
古
正
木
御
坊
と
申
節
、
美
濃
国
中
正
木
御
坊
之
御
触
下
斗
に
て
御
座
候
御
事

一
信
長
公
御
墨
印

一
東
照
大
権
現
公

御
朱
印

右

御
両
公
様
御
朱
印
頂
戴
罷
在
候

黒
野
御
坊
之
儀
は
、
古
来
准
如
上
人
様
よ
り
当
国
正
木
坊
御
馳
走
ニ
付
、
御
褒
美
之
御
書
、
美
濃
惣
坊
主
衆
中
え

惣
門
徒
衆
中
え

と
被
成
下
頂
戴
仕

候
上
は
、
一
国
之
人
民
、
他
宗
之
道
俗
達
迄
も
被
致
尊
敬
、
何
方
え
も
任
御
招
請
御
供
仕
候
に
、
慮
外
仕
候
も
の
不
承
及
申
候
、
岐
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阜
御
懸
所
御
建
立
御
成
就
被
成
候
ニ
付
、
両
触
下
と
分
れ
申
候
（
後
略
）

【
史
料
八
】
本
願
寺
光
昭
書
状

当
国
正
木
坊
之
儀
、
各
馳
走
之
由
尤
神
妙
候
、
弥
無
油
断
心
付
之
段
、
専
用
候
、
就
其
、
法
儀
無
沙
汰
候
而
者
、
永
世
後
悔
者
不
可

有
際
限
候
、
能
々
覚
悟
有
へ
き
事
肝
要
候
也
、
穴
賢
〳
〵
、

八
月
廿
五
日

准
如
（
花
押
）

ミ
ノ坊

主
衆
中

惣
門
徒
衆
中
へ

【
史
料
七
】
は
、
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
に
黒
野
御
坊
肝
煎
衆
が
西
本
願
寺
に
提
出
し
た
文
書
の
一
部
で
、
御
坊
の
由
緒
に
つ
い
て

語
っ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
注
意
し
た
い
の
が
、
黒
野
御
坊
の
前
身
で
あ
る
正
木
御
坊
が
か
つ
て
美
濃
一
国
の
触
頭
的
存
在
だ
っ
た
こ
と

を
伝
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
示
さ
れ
る
「
御
褒
美
之
御
書
」
に
該
当
す
る
の
が
【
史
料
八
】
で
あ
る
。
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）

に
正
木
村
・
黒
野
村
を
中
心
と
す
る
門
徒
衆
が
御
坊
護
持
を
表
明
し
た
際
に
、
そ
れ
に
応
え
る
形
で
提
示
さ
れ
た
文
書
だ
と
思
わ
れ
る
。

「
ミ
ノ
坊
主
衆
中
惣
門
徒
衆
中
」
へ
と
宛
て
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
美
濃
全
体
で
の
護
持
を
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
但
し
、

岐
阜
懸
所
の
成
立
は
実
際
に
は
慶
長
七
年
で
あ
り
、【
史
料
八
】
よ
り
早
い
。
そ
の
た
め
、【
史
料
八
】
が
直
接
正
木
御
坊
の
美
濃
一
国
支

配
の
事
実
を
示
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、【
史
料
七
】
に
は
注
意
す
べ
き
点
は
あ
る
が
、
岐
阜
懸
所
が
成
立
す
る
ま
で
美
濃
地
域
で
御
坊
と
し
て
中
心
的
役
割
を

担
っ
て
い
た
と
語
る
点
に
筆
者
は
注
目
し
て
い
る
。
天
正
・
文
禄
に
か
け
て
、
正
木
御
坊
は
現
在
確
認
で
き
る
美
濃
国
内
唯
一
の
御
坊
で
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あ
る
。
よ
っ
て
同
時
代
史
料
か
ら
実
際
の
影
響
力
を
窺
う
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
本
願
寺
側
が
地
域
統
制
の
中
心
的
寺
院
と
な
る
こ

と
を
正
木
御
坊
に
期
待
し
て
い
た
こ
と
は
十
分
に
あ
り
得
る
。
そ
こ
で
再
度
【
史
料
四
】
に
注
目
し
た
い
。【
史
料
四
】
は
後
の
西
本
願

寺
で
も
中
心
的
な
坊
官
と
な
る
頼
廉
と
仲
之
に
よ
っ
て
発
給
さ
れ
る
。
彼
ら
の
構
想
す
る
美
濃
教
団
は
、
そ
れ
ま
で
の
分
散
的
傾
向
か
ら

一
国
規
模
で
の
結
集
へ
と
修
正
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
【
史
料
四
】
に
お
い
て
広
く
美
濃
全
体
で
の
結
集
を
示
唆
す
る
方
向
性
の

先
に
、
同
じ
く
美
濃
全
体
で
の
護
持
が
期
待
さ
れ
る
正
木
御
坊
の
存
在
が
あ
っ
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
だ
ろ
う
。

で
は
、
な
ぜ
天
正
年
間
後
期
に
新
た
な
御
坊
擁
立
が
図
ら
れ
る
の
か
。
石
山
合
戦
以
前
の
美
濃
は
、
伊
勢
長
島
の
願
証
寺
の
与
力
地
域

で
あ
っ
た
。
願
証
寺
は
、
蓮
如
五
男
蓮
淳
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
寺
院
で
、
美
濃
・
尾
張
・
伊
勢
の
三
域
を
統
括
す
る
立
場
に
あ
っ
た
。

天
文
年
間
に
は
各
地
域
の
守
護
と
の
交
渉
や
坊
主
衆
へ
の
指
示
を
行
っ
て
い
た
が
、
一
方
で
三
域
の
門
徒
を
掌
握
し
き
れ
て
い
な
い
と
い

う
、
願
証
寺
の
御
坊
と
し
て
の
限
界
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
願
証
寺
も
合
戦
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
願
証
寺
が
露
呈
し
た
問
題
を
解
決
し
う
る
御
坊
が
必
要
と
な
る
。
こ
う
し
て
、

新
た
に
美
濃
一
国
に
地
域
を
絞
っ
た
御
坊
と
し
て
正
木
御
坊
が
注
目
さ
れ
、
正
木
御
坊
が
そ
の
影
響
力
を
行
使
し
や
す
く
す
る
た
め
、

【
史
料
四
】
の
坊
主
結
集
が
、
そ
の
第
一
段
階
と
し
て
提
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。【
史
料
四
】
が
提
示
さ
れ
る
積
極
的
な
要
因
に
つ
い
て
、

筆
者
は
こ
の
よ
う
に
考
え
た
い
。
ゆ
え
に
こ
の
文
書
に
は
、
秀
吉
の
国
境
再
編
に
追
従
的
姿
勢
を
示
す
と
同
時
に
、
美
濃
の
門
徒
を
、
御

坊
を
核
と
す
る
地
域
教
団
と
し
て
再
掌
握
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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む
す
び
に
か
え
て

美
濃
に
お
け
る
地
域
教
団
の
再
編
の
動
き
は
、
石
山
合
戦
後
の
寺
院
の
移
動
や
秀
吉
に
よ
る
濃
尾
国
境
再
編
を
背
景
と
し
て
い
た
。
ゆ

え
に
、
政
治
勢
力
と
の
協
調
を
睨
ん
だ
新
た
な
教
団
体
制
を
模
索
す
る
中
で
「
美
濃
惣
坊
主
衆
支
配
定
書
」
は
提
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
単
な
る
一
国
単
位
で
の
坊
主
の
連
合
体
を
結
成
す
る
こ
と
が
主
目
的
だ
っ
た
の
で
は
な
く
、
御
坊
を
中
核
と
す
る
教
団

体
制
の
構
築
ま
で
視
野
に
入
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

本
論
で
は
、
こ
れ
ま
で
門
徒
に
よ
る
地
域
的
な
結
集
の
一
例
と
し
て
概
観
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
四
点
の
文
書
に
つ
い
て
、
地
域
教
団

の
編
成
と
い
う
視
点
か
ら
見
直
し
て
み
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
天
正
年
間
後
期
の
本
願
寺
に
よ
る
地
域
教
団
へ
の
具
体
的
な
働
き
か
け
の
一

様
相
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
と
く
に
そ
れ
ま
で
容
認
し
て
き
た
在
地
教
団
の
形
態
に
本
願
寺
が
直
接
介
入
し
た
点
に
関
し
て
言
え
ば
、

在
地
に
対
す
る
本
山
の
影
響
力
強
化
を
狙
っ
た
政
策
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
長
島
願
証
寺
で
は
統
括
し
き
れ
な
か
っ
た
地
域
を
再

掌
握
し
、
よ
り
本
願
寺
の
意
図
が
浸
透
し
や
す
い
地
域
支
配
体
制
の
構
築
を
目
指
し
た
と
評
価
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
慶
長
年

間
以
後
、
本
願
寺
は
東
西
分
派
も
あ
っ
て
か
、
各
地
に
次
々
と
御
坊
を
創
り
始
め
る
。
そ
の
早
期
の
動
向
と
し
て
も
注
目
で
き
る
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
御
坊
を
軸
と
す
る
教
団
体
制
は
ど
の
程
度
達
成
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
東
西
分
派
後
の
美
濃
で
は
、
数
量
的

に
東
派
が
圧
倒
的
に
多
い
。
そ
れ
も
あ
っ
て
か
西
派
で
は
、
第
四
章
で
少
し
確
認
し
た
通
り
、
黒
野
御
坊
と
新
た
に
門
徒
の
寄
進
に
よ
っ

て
誕
生
す
る
岐
阜
御
坊
が
、
美
濃
教
団
の
中
心
と
な
る
。
一
方
東
派
で
は
、
西
美
濃
や
岐
阜
、
郡
上
な
ど
地
域
ご
と
の
ま
と
ま
り
が
維
持

さ
れ
る
。
な
か
で
も
西
美
濃
は
西
美
濃
五
ヵ
寺
に
よ
る
触
頭
体
制
が
形
成
さ
れ
る
な
ど
、
天
正
年
間
以
前
の
地
域
教
団
体
制
の
色
が
強
く
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残
っ
て
い
る
。
こ
の
触
頭
体
制
は
元
禄
年
間
に
、
本
願
寺
が
一
族
寺
院
で
あ
る
真
徳
寺
（
垂
井
町
）
を
単
独
の
触
頭
と
し
て
取
り
立
て
た

た
め
解
体
さ
れ
た
が
、
残
り
の
四
ヵ
寺
か
ら
の
根
強
い
反
発
が
あ
っ
た
こ
と
は
特
に
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
西
派
で
は
御

坊
を
一
国
の
中
心
と
す
る
教
団
体
制
が
早
期
に
成
立
し
た
の
に
対
し
、
東
派
の
と
く
に
西
美
濃
で
は
御
坊
を
軸
と
す
る
体
制
に
強
く
抵
抗

し
て
い
く
。
御
坊
を
中
核
と
し
て
い
く
体
制
の
受
容
は
、
東
西
で
全
く
異
な
る
展
開
を
見
せ
る
の
で
あ
る
。

本
願
寺
が
御
坊
体
制
を
強
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
に
対
し
、
そ
れ
ま
で
地
域
教
団
を
主
導
し
て
き
た
有
力
寺
院
が
反
発
す
る
と
い
う
事

例
は
、
天
正
年
間
の
三
河
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
三
河
で
は
結
果
的
に
、
在
地
側
（
三
河
三
ヵ
寺
）
を
教
如
が
支
持
し
た
こ
と

も
あ
り
、
大
部
分
の
門
徒
が
東
派
に
参
入
す
る
。
美
濃
の
場
合
も
、
右
の
動
向
と
の
類
似
点
が
い
く
つ
か
見
い
だ
せ
る
。
東
西
分
派
の
課

題
を
捉
え
て
い
く
う
え
で
、
在
地
の
教
団
構
造
の
継
承
・
改
革
は
、
本
願
寺
門
跡
と
の
人
格
的
な
つ
な
が
り
と
は
別
に
、
注
目
す
べ
き
要

素
で
あ
る
と
い
え
る
。
一
言
で
本
願
寺
末
寺
と
い
っ
て
も
、
地
域
に
よ
っ
て
そ
の
動
向
は
大
き
く
異
な
る
。
今
後
も
地
域
ご
と
の
研
究
は

必
要
だ
ろ
う
。

註⑴

神
田
千
里
『
一
向
一
揆
と
石
山
合
戦
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）。

⑵

重
松
明
久
「
織
田
政
権
の
成
長
と
長
島
一
揆
」（『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
』
Ⅲ
、
一
九
五
三
年
。
の
ち
『
中
世
真
宗
思
想
の
研
究
』
吉
川

弘
文
館
、
一
九
七
三
年
所
収
）。
金
子
昭
弐
「
濃
尾
平
野
に
於
け
る
本
願
寺
教
団
の
発
展
と
一
向
一
揆
」（『
日
本
歴
史
』
一
六
一
・
一
六
二
、
一
九

六
一
年
）。
藤
本
晴
信
「
石
山
戦
争
期
に
お
け
る
美
濃
一
向
一
揆
の
展
開
」（『
史
海
』
二
五
号
、
一
九
七
八
年
）。
清
水
進
「
石
山
合
戦
と
濃
飛
の
門

徒
」（『
岐
阜
史
学
』
九
七
、
二
〇
〇
一
年
）。

⑶

細
川
道
夫
「
近
世
の
美
濃
門
徒
」（『
岐
阜
工
業
専
門
学
校
紀
要
』
第
五
号
、
一
九
七
〇
年
）、
同
「
近
世
美
濃
に
お
け
る
本
願
寺
教
団
の
発
展
」
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（『
国
史
論
集：

赤
松
俊
秀
教
授
退
官
記
念
』、
赤
松
俊
秀
教
授
退
官
記
念
事
業
会
、
一
九
七
二
年
）、
同
「
近
世
美
濃
に
お
け
る
本
願
寺
教
団
の
組

織
」（『
岐
阜
史
学
』
第
六
〇
号
、
一
九
七
二
年
）。

⑷

金
龍
静
「
東
海
三
域
の
一
向
衆
と
長
島
一
揆
」（『
一
向
一
揆
論
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
）、
安
藤
弥
「
東
海
地
域
に
お
け
る
真
宗
勢
力
の

展
開
」（『
年
報
中
世
史
研
究
』
第
三
八
号
、
二
〇
一
三
年
）。
な
お
、
両
氏
が
前
提
と
し
て
い
る
小
島
惠
昭
「
美
濃
・
尾
張
地
域
の
中
世
真
宗
史
」

（『
講
座
蓮
如
』
第
六
巻
、
平
凡
社
、
一
九
九
八
年
）
も
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

⑸

『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
21

岐
阜
県
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
〇
年
）
で
は
、
県
内
を
中
濃
・
西
濃
・
東
濃
・
飛
驒
の
四
つ
の
地
域
に
分
類
す
る
。

な
か
で
も
本
巣
・
岐
阜
・
郡
上
な
ど
は
中
濃
に
分
類
さ
れ
る
が
、
本
論
で
は
、
郡
上
は
岐
阜
や
本
巣
と
は
異
な
る
特
質
を
持
つ
別
地
域
と
し
て
分
類

す
る
。
ま
た
本
論
で
用
い
る
西
美
濃
教
団
の
地
域
と
辞
典
の
説
明
す
る
西
濃
地
域
は
完
全
に
は
合
致
し
な
い
。

⑹

金
龍
氏
前
掲
註
⑷

⑺

本
願
寺
史
料
研
究
所
『
増
補
改
訂
本
願
寺
史

第
一
巻
』（
本
願
寺
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）。

⑻

性
顕
寺
文
書
（『
神
戸
町
史
』、
一
九
六
九
年
）。

⑼

林
周
教
『
岐
阜
県
真
宗
史
』（
美
濃
文
化
研
究
所
、
一
九
六
〇
年
）。

「
西
円
寺
文
書
」
二
九
（『
大
垣
市
史

資
料
編
古
代
・
中
世
』、
二
〇
一
〇
年
。「
正
明
寺

下
」
の
箇
所
の
み
、
史
料
上
に
段
落
の
ズ
レ
が
発
生

し
て
い
る
が
、
筆
者
は
こ
の
ズ
レ
に
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
本
文
引
用
に
あ
た
っ
て
も
、
他
の
文
言
同
様
行
を
詰

め
て
い
る
。
本
来
の
字
配
に
つ
い
て
は
『
大
垣
市
史
』
を
参
照
。

「
西
円
寺
文
書
」
二
八
（『
大
垣
市
史

資
料
編
古
代
・
中
世
』
二
〇
一
〇
年
）。
但
し
「
」
内
の
箇
所
は
西
円
寺
文
書
で
は
破
れ
て
お
り
確
認
で

き
ず
、
筆
者
が
そ
の
写
し
と
思
わ
れ
る
専
勝
寺
文
書
（『
大
垣
市
史

資
料
編
古
代
・
中
世
』
二
〇
一
〇
年
）
に
よ
っ
て
補
っ
た
。
注
意
す
べ
き
点

と
し
て
、
専
勝
寺
文
書
で
は
「
カ
ワ
ラ

教
春
」
が
「
イ
シ
ハ
シ

教
春
」
と
な
っ
て
い
る
。
書
写
過
程
で
の
ミ
ス
と
思
わ
れ
る
が
、
一
応
記
載
し

た
。
ま
た
「
イ
ケ
タ

五
ケ
所
」
に
は
序
列
記
載
が
な
い
が
、
両
文
書
と
も
に
記
載
は
な
い
。
専
勝
寺
に
は
こ
の
他
数
点
の
西
円
寺
文
書
の
写
が
確

認
で
き
る
。

脊
古
真
哉
「
湖
北
地
域
に
お
け
る
実
如
期
本
願
寺
教
団
の
展
開
｜
称
名
寺
と
そ
の
門
末
を
中
心
に
｜
」（
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
『
実
如
判

五
帖
御
文
の
研
究
』
法
蔵
館
、
二
〇
〇
〇
年
）。
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早
島
有
毅
「
戦
国
本
願
寺
に
お
け
る
『
頭
』
考
｜
勤
仕
の
性
格
と
問
題
状
況
」（
初
出
『
真
宗
研
究
』
第
二
六
号
、
真
宗
連
合
学
会
、
一
九
八
二

年
。
の
ち
『
蓮
如
大
系
』
第
三
巻
、
法
蔵
館
、
一
九
九
六
年
所
収
）。

『
天
文
日
記
』（『
大
系
真
宗
史
料
』
法
蔵
館
）
天
文
二
十
年
九
月
二
日
条
。

『
新
修
大
垣
市
史

史
料
編
』、
一
九
七
八
年
。

脊
古
真
哉
「
郡
上
安
養
寺
の
成
立
と
展
開
｜
初
期
真
宗
門
流
か
ら
本
願
寺
教
団
へ
の
一
例
｜
」（
水
野
柳
太
郎
編
『
日
本
古
代
の
史
料
と
制
度
』

岩
田
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）。

金
龍
静
「
戦
国
時
代
の
本
願
寺
内
衆
下
間
氏
」（『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
』
史
学
二
四
、
一
九
七
八
年
。
の
ち
『
蓮
如
大
系
』
第
三
巻
、

法
蔵
館
、
一
九
九
六
年
）。
こ
れ
に
よ
る
と
、
仲
之
が
法
印
を
名
乗
る
最
初
の
事
例
が
、
天
正
十
年
二
月
と
な
る
。
ま
た
頼
廉
が
は
じ
め
て
法
眼
を

名
乗
る
の
が
、
天
正
四
年
十
一
月
で
、
法
眼
を
改
め
法
印
と
名
乗
る
最
初
の
事
例
が
天
正
十
四
年
八
月
と
さ
れ
る
。

金
龍
氏
前
掲
註
⑷
。

小
島
氏
前
掲
註
⑷

草
野
顕
之
『
戦
国
期
本
願
寺
教
団
史
の
研
究
』（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
四
年
）。

拙
稿
「
天
文
年
間
に
お
け
る
美
濃
地
域
本
願
寺
教
団
の
動
向
」（『
歴
史
の
広
場
｜
大
谷
大
学
日
本
史
の
会
会
誌
｜
』
二
十
号
、
二
〇
一
八
年
）。

大
垣
を
中
心
と
す
る
教
団
を
「
西
美
濃
教
団
」
と
表
現
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
前
述
の
拙
稿
を
参
照
。
な
お
、
近
世
東
本
願
寺
に
お
い
て
、
岐
阜

と
は
別
に
独
立
し
た
大
垣
一
帯
を
支
配
す
る
触
頭
を
「
西
美
濃
触
頭
」
と
呼
称
し
て
い
る
。
本
論
で
詳
細
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
筆
者
の

意
図
す
る
西
美
濃
教
団
の
影
響
圏
と
近
世
「
西
美
濃
」
の
範
囲
は
か
な
り
重
複
す
る
。
ゆ
え
に
そ
の
よ
う
な
後
年
の
呼
称
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。

但
し
、
相
違
点
と
し
て
、
西
願
寺
を
中
心
と
す
る
美
濃
南
部
を
戦
国
期
段
階
で
は
西
美
濃
に
含
め
る
が
、
近
世
の
「
西
美
濃
」
に
は
含
ま
れ
な
い
。

西
願
寺
を
は
じ
め
と
す
る
高
須
輪
中
一
帯
は
桑
名
御
坊
の
護
持
地
域
と
な
る
た
め
で
あ
る
。

金
龍
静
「「
卅
日
番
衆
」
考
」（『
名
古
屋
大
学
日
本
史
論
集
』
上
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
。
の
ち
『
親
鸞
大
系

歴
史
編
』
第
八
巻
、
法

蔵
館
、
一
九
八
九
年
）。

『
天
文
日
記
』
に
お
い
て
、
証
如
が
美
濃
国
守
護
土
岐
氏
と
の
折
衝
に
た
び
た
び
西
円
寺
を
用
い
て
い
た
こ
と
や
永
禄
十
二
年
前
後
の
信
長
家
臣

団
が
「
川
西
惣
寺
内
」
の
差
配
を
両
寺
院
に
任
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
確
認
で
き
る
（
九
〇
九
「
西
円
寺
文
書
」『
豊
臣
秀
吉
文
書
集
一
』
吉
川
弘
文
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館
、
二
〇
一
五
年
）。

な
お
、
当
時
尾
張
国
海
西
郡
荷
上
に
あ
っ
た
興
善
寺
（
名
古
屋
市
）
が
は
じ
め
て
番
衆
と
し
て
登
場
す
る
の
は
天
文
十
年
八
月
で
、
そ
の
後
も
定

期
的
に
番
衆
役
を
勤
め
る
が
、
他
の
尾
張
の
寺
院
と
の
連
動
性
は
見
出
せ
な
い
。
そ
の
た
め
こ
こ
で
は
表
か
ら
外
し
て
い
る
。

河
野
門
徒
に
つ
い
て
は
、
青
木
忠
夫
「
河
野
門
徒
の
基
礎
的
研
究
」（『
年
報
中
世
史
研
究
』
第
十
三
号
、
中
世
史
研
究
会
、
一
九
八
四
年
。
の
ち

同
著
『
本
願
寺
教
団
の
展
開
｜
戦
国
か
ら
近
世
へ
｜
』
法
蔵
館
、
二
〇
〇
三
年
所
収
）
を
参
照
。

卅
日
番
衆
だ
け
で
な
く
、
斎
頭
人
も
河
野
十
八
門
徒
で
一
単
位
扱
い
で
あ
る
。
な
お
、
天
文
年
間
の
担
当
忌
日
は
十
月
二
日
で
あ
る
。

岐
阜
地
域
の
末
寺
展
開
に
つ
い
て
は
、
小
島
氏
前
掲
註
⑷
を
参
照
。

こ
の
長
良
川
を
境
界
と
考
え
る
理
由
と
し
て
、
一
つ
は
前
掲
註

で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
近
世
西
美
濃
触
頭
の
範
囲
が
主
に
長
良
川
西
側
ま
で
だ

か
ら
で
あ
る
。

金
龍
氏
前
掲
註
⑷
。

「
養
教
寺
文
書
」
三
、「
善
行
寺
文
書
」
三
（『
岐
阜
県
史

史
料
編
古
代
・
中
世
』
一
、
一
九
六
九
年
）。
以
下
『
岐
阜
県
史

史
料
編
古
代
・
中

世
』
か
ら
の
引
用
は
『
岐
』
と
省
略
す
る
）。

『
愛
知
県
史

資
料
編
十
二
』、
二
〇
〇
四
年
。
四
三
号
文
書
。

『
愛
知
県
史

資
料
編
十
二
』、
二
〇
〇
四
年
。
二
四
号
文
書
。

榎
原
雅
治
『
中
世
の
東
海
道
を
ゆ
く
』（
中
公
新
書
、
二
〇
〇
八
年
）。

山
本
浩
樹
「
織
豊
期
に
お
け
る
濃
尾
国
境
地
域
」『
織
豊
期
研
究
』
第
十
号
、
二
〇
〇
八
年
。

「
河
野
文
書
」
一
二
（『
岐
』
一
）「
詳
定
」
印
、
か
つ
発
給
者
が
「
刑
部
卿
法
眼
頼
廉
」
を
名
乗
っ
て
い
る
た
め
、
天
正
十
年
か
ら
十
四
年
ま
で

時
期
と
分
か
る
。「
詳
定
」
印
の
特
徴
に
つ
い
て
は
草
野
氏
「
本
願
寺
家
臣
下
間
氏
の
性
格
と
構
造
」（『
仏
教
史
学
研
究
』
第
二
五
巻
第
二
号
、
一

九
八
七
年
。
の
ち
前
掲
註

著
書
）

「
河
野
文
書
」
一
〇
（『
岐
』
一
）。
な
お
、「
御
開
山
様
三
百
五
十
年
忌
」
の
懇
志
に
対
す
る
礼
状
で
あ
る
た
め
、
発
給
時
期
は
慶
長
十
九
年
ご
ろ

と
分
か
る
。

前
掲
註

文
書
、
あ
る
い
は
「
ミ
ノ
河
野
十
八
門
徒
惣
中
」
に
宛
て
ら
れ
た
本
願
寺
御
印
書
（「
河
野
文
書
」
三
一
『
岐
』
一
）
と
な
る
。
後
者
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は
「
明
聖
」
印
、
か
つ
発
給
者
が
「
刑
部
卿
法
眼
頼
廉
」
の
た
め
、
前
掲
文
書
よ
り
若
干
時
期
が
遡
る
可
能
性
は
あ
る
。

金
龍
氏
前
掲
註

近
世
に
な
る
と
尾
張
九
門
徒
の
半
数
以
上
は
美
濃
国
所
在
と
さ
れ
る
（
細
川
道
夫
「
河
野
十
八
門
徒
」
尾
藤
正
英
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
近

世
史
論
叢
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
）。

『
岐
』
一
の
解
題
は
、
天
正
五
年
の
創
建
と
伝
え
て
い
る
。
石
山
合
戦
の
最
中
で
あ
り
、
に
わ
か
に
は
信
じ
が
た
い
も
の
の
、
正
木
村
・
正
木
御

坊
に
か
か
わ
る
文
書
を
多
く
含
む
「
山
田
文
書
」（『
豊
臣
秀
吉
文
書
集
一
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
）
に
は
天
正
拾
年
十
二
月
日
付
羽
柴
秀

吉
・
丹
羽
長
秀
発
給
の
「
正
木
村
寺
内
」
を
対
象
と
す
る
禁
制
が
あ
る
。「
各
所
御
坊
由
緒
記
」（
龍
谷
大
学
図
書
館

貴
重
資
料
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー

ス022.1-115-1

）
の
黒
野
御
坊
由
緒
に
は
「
信
長
卿
家
頼
両
人
之
制
札
尓
今
有
之
」
と
記
さ
れ
、
現
在
山
田
文
書
に
あ
る
秀
吉
・
長
秀
の
禁
制
も
、

本
来
御
坊
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ゆ
え
に
、
少
な
く
と
も
天
正
十
年
に
は
御
坊
と
し
て
正
木
周
辺
に
寺
内
を
展
開
さ
せ
て
い
た
と
い
え
る
。

「
郷
文
書
」
一
（『
岐
阜
市
史

史
料
編
近
世
二
』、
一
九
七
三
年
）。

「
黒
野
別
院
文
書
」
一
（『
岐
』
一
）。

「
山
田
文
書
」
九
（『
岐
』
一
）。

『
岐
阜
市
史

通
史
編
近
世
』（
一
九
八
一
年
）
な
ど
。

天
正
四
年
発
給
と
伝
え
ら
れ
る
下
間
頼
龍
文
書
（
円
覚
寺
文
書
一
『
岐
』
一
）
に
、
専
福
寺
を
「
御
坊
」
と
呼
ん
で
い
る
箇
所
が
あ
る
が
、
こ
の

文
書
の
花
押
を
確
認
す
る
と
、
天
正
年
間
の
頼
龍
花
押
と
は
合
致
せ
ず
、
慶
長
の
こ
ろ
の
発
給
と
思
わ
れ
る
。

金
龍
氏
・
安
藤
氏
前
掲
註
⑷
。

『
岐
阜
市
史

通
史
編
近
世
』、
一
九
八
一
年
。

細
川
氏
前
掲
註
⑶

青
木
馨
「
三
河
本
願
寺
教
団
の
復
興
と
教
如
の
動
向
ー
石
山
合
戦
終
結
を
め
ぐ
っ
て
ー
」（
北
西
弘
先
生
還
暦
記
念
会
『
中
世
仏
教
と
真
宗
』
吉

川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
）。
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